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地域福祉活動推進事業

前 年 度

子育てを支援し、お年寄りが元気な

地域福祉の充実

安心して健やかにくらせる健康と福

『ひと』がいきいき

0

1,250003,7500

5,0005,7731,0001,000

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

16 3,75013 5,000委託料 都道 02 02 01 068
19 負担金補助及び交付 小地域福祉活性化事業費補助金
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各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

した米子市地域福祉計画を策定し、地区の取組支援体制を整備しているところである。19
年度は４つのモデル地区で、米子市社協の支援を受け、地域の生活課題解決のための福祉

個別援助とそれを支えるネットワークづくりのために、コミュニティソーシャルワーカー

を通して、住民相互の助け合い運動を促進し、地域福祉活動の活性化を図る。
ャルワーカーを配置し、地区地域福祉活動計画の策定及び「住民支え合いマップ」づくり
　そのため地域を相互につなぎ、地域福祉活動を調整する役割を担うコミュニティソーシ
実施し活動内容の研鑽や意欲向上を図り未実施の地区に対しての啓発を行う必要がある。
る。今後はそういった体制の整備に加え、全市において住民相互の研修会や情報交換会を
活動計画を策定しながら、実情に合わせた支え合いの体制を構築してきているところであ

成は、市としての責務である。米子市においては、地域福祉の推進にあたっての役割を示
　障がいの有無にかかわらず、誰もが、住み慣れた地域で暮していくことが出来る地域形

　連携を図る体制を関係機関と共に構築する。
　地域ケア体制の基礎となる地域福祉推進委員会を創設し、福祉サービスとの日常的な
３　地域相談ネットワーク会議等の開催
　し、その普及活動によって地域の支援体制を構築する。
　地域の見守り活動、要援護者対策として、「住民支え合いマップ」づくり講習会を開催
２　小地域ネットワーク活動の実施
１　コミュニティソーシャルワーカーの配置
（委託業務内容）
実施にあたっては、モデル地区を指定。あわせて全市的な普及啓発を行う。
米子市社会福祉協議会へ事業委託して実施し、各地域での地域福祉活動推進を図る。
を配置し、「住民支え合いマップ」づくり講習会の開催、地域相談ネットワーク会議を
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